
 

 

 

野生のイルカと一緒にフレンドリーに泳げる夢のような場所。そこがバハマ！  

出会いのチャンスは海況とイルカの気分次第とはなりますが、ベテランの船長率いる 

ドルフィンクルーズなら 高い遭遇率を誇っております。 

主に出会えるのは、マダライルカとバンドウイルカでドルフィンスイムができるのは、 

主にマダライルカが多いです。  

イルカが好むのは 水深 10～15 メートルの浅瀬のエリア（下記ＭＡＰの薄水色のエリアです）。 

そのエリアを野生のイルカとの遭遇を求めてクルーズするドルフィンクルーズでオススメは 

 『Ｄｏｌｐｈｉｎ Ｄｒｅａｍ』と『Ｄｏｌｐｈｉｎ Ｅｘｐｅｄｉｓｉｏｎｓ』の 2 つ。  

 

どちらもイルカのいる浅瀬は下が白砂になっているので、とてもイルカ映えする素敵な場所で、  

晴れの日は写真など取ったときも非常に綺麗です 

（ただし野生のイルカは動きが早いので写真に収めるのは みなさん苦労されていますが。。）  

是非、クルーズ船に乗って、野生のイルカと泳ぐ夢を叶えましょう☆  
 

  

 

 

  

 

 



 

 

イルカとの遭遇率の高い水深 10～15 メートルの浅瀬のエリア（薄水色のエリアです）を 

野生のイルカとの遭遇を求めてクルーズする点はどちらのクルーズも同じですが 

クルーズする海域が 異なります。どちらもイルカのいる浅瀬は下が白砂になっているので、 

とてもイルカ映えする素敵な場所で、 晴れの日は写真など取ったときも非常に綺麗です 

（ただし野生のイルカは動きが早いので写真に収めるのは みなさん苦労されていますが。。） 

野生のイルカとの遭遇率もどちらのクルーズもベテランの船長がご案内しますので、 

変わらず高い遭遇率を誇っております。  

 

Little Bahama Bank のエリア 

グランドバハマの北に位置するリトルバハマバンク、ホワイトサンド

リッジ等を中心にクルーズします。  

 

Bimini 周辺のエリア  

ビミニ島の東側を中心にドルフィングランドと呼ばれるイルカ達が寝

床にしているエリアの周辺をクルーズします。 

 

 

フロリダ半島のウエストパームビーチから出発。  

船は海上で停留し、移動しながらイルカを探します。  

そのため、すべて船にしっかり設備が整っています。 

 

ビミニ島まで飛行機で渡りビミニ島から出発します 

基本的には海上での宿泊となりますが、一日はビミニ島に停泊し夕食

を地元のレストランで食べることを予定しています。 

2008 年から船が新しくなり船内が充実しました！  

  

※船酔いが心配な方は移動距離も短く(約 1 時間位)、3 胴船で安定の高い Dolphin Expeditions

が お勧めです  

  

 

 
クルーズは 6 泊 7 日で日本からのご旅行期間は金曜発の 10 日間 

 
クルーズは 5 泊 6 日で日本からのご旅行期間は土曜発の 9 日間  

 

  
 



今回大石さんツアーのクルーズはＤｏｌｐｈｉｎ Ｅｘｐｅｄｉｔｉｏｎｓで

す！！ 

  
 

  

長さ： 
約２８メートル 

 

  

幅： 
約６．５メートル 

乗

員： 
１２～１４名 

部屋

数： 
６部屋 

   

（1 部屋は 4つのシングルベッド、5部屋にはクイーンサ

イズベッド×２、又はシングルX2、又はツイン＆シングル

ベッドが入っている 2人用部屋） 

   
各部屋には、シャワー、トイレ、 

ヘアドライヤーが完備 

   
220V 用、110V 用のコンセントが 

両方あり 

   
各部屋でクーラーの温度調整可能 

その

他の

設

備：  

15000 リットルの真水タンク 

2 つのサンデッキ 

2 つのダイニングエリア 

2 つのディンギーボート 

   

  

 

  

 

↑実際のイルカとの遭遇時は、 

ディンギーボートを利用します。  



  
より安定性に優れたインディゴ号では、トリップ中海上火

曜日だけはビミニ島に上陸をし、地元のレストランで 

にて宿泊となります。 

お食事をお取り頂けます 

   

  
 

  
 

 

 

  パスポート、シュノーケルギア、水着（数枚お持ち下さい。） 

  短パン、T シャツ、タオル、帽子、ウィンドブレイカー（防寒用） 

  日焼け止め 

  （オイル、スプレータイプはボート上が滑りやすくなるため禁止、 

  それ以外のものをご用意ください） 

  サングラス、虫除けスプレー、歯ブラシ、 

  洗面用具、 酔い止め薬、ビーチサンダルは必需品！ 

 

 

 

  水中カメラ、小さなブランケット（船上でリラックスする時に）、 

  本、音楽、日記、双眼鏡などもお持ち頂くと便利です。  
 

  

  
 

 


